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の位置づけを明らかにしている。さらになぜ CVAP（Cambodia Veterans Assistance Program）な
のか、その研究の「独創性」と「研究対象としての魅力」、そしてそれが「今、研究されること」の
意義が述べられている。
まず CVAP が研究対象として持つ面白みは、CVAP が紛争終結国除隊兵士の地域社会への再統合とい
う開発援助政策の基本テーマに関わるものであり、従ってそこから普遍的な解決モデルが構築できるので
はないかという点にある。とりわけ CVAP への支援が世銀にとって東アジア地域で初めての国家 DDR
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この時間のズレの故に、本来は「貧困削減」という新生国家のガヴァナンス改革における目標とされるも
のが CVAP に盛り込まれることになり、CVAP には復興支援政策として除隊兵士を地域に戻す活動だけ
ではない、ガヴァナンス改革の一環としての位置づけもなされることになったという二重構造の面白さが
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ボンディング（結合型）な SC と、仏教寺院を中心とした「施与」によって担われてきたが、歴史の章で
も述べられているようにポル・ポト政権時代に村落間の強制移動が頻繁に行われ、仏教寺院等も悉く破壊
されるなどしたため、村落における地縁・血縁などの原初的な SC が貧困者のセーフティネットにはなり
にくい現状がある。CVAPが施行された時点では復興支援もある程度進み、ボンディングな形の SC も一
部では期待できるものの、現在のカンボジアの貧困の現状を考える時、より基盤の安定した、かつより包
括的なセーフティネットが必要である。本章ではこうした現状を述べ、むしろ地域共同体と、政府や
NPO、NGOなど外部機関の働きかけとをブリッジングする接合型の、新たな SC が創出され展開してい
く過程にこそ、今後のカンボジアの貧困削減と人的資源の構築という未来が見出されるのではないかと述
べて締めくくられている。
紛争は大々的に語られ、それによる難民政策、被災者政策、貧困政策などについては一般の認知度も高
く、NPO、NGOなどの協力体制も得られやすい。しかし、紛争に関わった兵士達のその後に関してはほ
とんど知られていないのが現状である。さらに、その後の兵士達と地域住民の確執、そして、それを経て
共に生きる地域社会を構築していくという視点は、単に「貧困の削減」「生活の安全保障」という次元を
超えて、現在、どのポスト・コンフリクト国に対しても強く求められる課題と解決策を示唆しているので
ある。
以上から、我われ評者は次のように結論する。
本論文において著者は、カンボジア国軍除隊兵士に対する自立支援政策（CVAP）に関して、多岐に
わたる文献の渉猟、困難な状況下での綿密なインタビュー調査、そしてソーシャルキャピタル（SC）
論を軸とした社会再統合の分析を行ない、ポスト・コンフリクト国における社会福祉政策に関する貴重
な視座を提供した。博士論文にふさわしい、実践的研究論文である。ただし、福祉政策論一般がそうで
あるように、本論文は社会学という
ディシプリンの枠を超えて、政治学、法律学、そして経営学など
多くの領域をカバーする結果になっている。よって授与される学位は学術博士とするのが至当であると
判定する。
なお、本論文は2011年度中に公刊されることが、世界思想社との出版契約中に明記されている点を指摘
して審査報告を了える。
【T：】Edianserver/関西学院/博士学位論文/第50集/
牧田満知子  校
− 190 −
